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だが、杉山氏が 55頁の注 32や 228 頁以降で指摘している聖史劇の書籍としての受容は、
今後聖史劇がイタリア文化史上で有していたインパクトを探る上で重要なテーマになりう
るのではないだろうか。例えばフランス語圏の聖史劇に関しては、1548 年にパリ高等法
院によってパリでの聖史劇上演が禁じられたことが同ジャンルの衰退を象徴する出来事と
してよく言及されるが、聖史劇を読むことが禁じられていたわけではないことはあまり知
られていない。未だ十分に解明されているとはいえない読み物としての聖史劇の影響を探
ることで、本著作の意義がより一層高まるのではないだろうか。他方でまた、劇テクスト
の伝承を考える上でもイタリア聖史劇は極めて特権的な事例たりうるように思われる。フ
ランス語圏においては劇テクストが印刷本のみ、あるいは写本が残されていてもただ一つ
の写本のみでしか残されていないことが多い。そうした場合ある作品が再上演されさらに
読書用テクストとして受容されるに当たり、どのように本文やト書きに改変がなされたの
か（あるいはなされなかったのか）を辿ることは著しく困難になる。これに対してベルカ
ーリの『アブラハムとイサクの聖史劇』が 25の写本に残されており、またイタリア聖史
劇諸作品の多くが複数の写本資料に残されていることを杉山氏は指摘している（33頁）。
この保存状態はフランス語圏の聖史劇や笑劇などに比べると恵まれているように思われ
る。同一作品の複数の写本・印刷本を比較検討することで、ある上演されたテクストが再
上演されまた読書用の書物に変化する過程を具体的に検証することができるのではないだ
ろうか。具体的な上演にまで遡ることが困難だったとしても、各写本の用途に従ってどの
ようにテクストが変化していくのか（あるいはしないのか）を辿ることは可能なのではな
いだろうか。無論これらは筆者の甚だ勝手な期待ではあるが、本著作がフランス語圏の聖
史劇を学ぶ者にとっても参考となるような様々な展望を示してくれていることは強調して
おきたい。イタリア聖史劇の世界を日本語で包括的に提示してくれた杉山氏に深く感謝す
る次第である。
イタリア・ルネサンス、とくに同時代の心性を総合的に理解しようとする上で、様々
な芸術ジャンルを横断して作られる聖史劇の研究は、その作者や関係者が無名作者からロ
レンツォ・ディ・メディチなどといった政治家にまで及ぶだけにいっそう大きな貢献を成
すことは疑いをえない。本邦初訳の作品を多数収録した杉山氏の本著作は、この分野の基
本文献として今後長きに渡って文学・演劇史、あるいは中世・ルネサンス文明に関心を持
つ人々にとっての必読書となるだろう。
